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研究成果の概要（和文）：本研究課題「西洋近代における「崇高」の思想史：美学および関連諸学への領域横断
的アプローチ」は、西洋近代における「崇高」概念の成立と変貌を四年間にわたって研究・調査し、美学のみな
らず、哲学・詩学・修辞学などにまたがるこの概念の思想史的な広がりを明らかにした。その最大の成果は、古
代のロンギノスによる『崇高論』を批判的に継承したドゥギー、ド・マン、ラクー＝ラバルトらの議論を精査す
ることで、そこから言葉と崇高をめぐる新たな問題を見いだしたことにある。本研究期間中においては、その成
果の一端を著書（1件）・編著（1件）・論文（4件）・口頭発表（8件）として公表した。

研究成果の概要（英文）：This research project, "History of the 'Sublime' in the Modern West: An 
Interdisciplinary Approach to Aesthetics and other Disciplines," focused on the "sublime" in the 
modern west, especially in Aesthetics and related fields such as Philosophy, Rhetoric and Poetics. 
We have worked on the authors such as Michel Deguy, Paul de Man and Philippe Lacoue-Labarthe, while 
examining their deconstructive readings of Longinus' treatise on the sublime in the 1st century. 
Through the four-years research project, we published two books (including one co-edited book) and 
twelve papers in academic journals and international conferences.

研究分野： 美学
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１．研究開始当初の背景 
 
	 近代美学における「崇高」は、一般的に
カントの『判断力批判』（1790）の成立を
その起源とする。そのため、従来の「崇高」
をめぐる思想史的研究の多くは、これまで
主にカントに対する綿密な注釈によって成
り立っていた。それにより、従来の「崇高」
をめぐる研究の多くはしばしばそれを「恐
怖」や「抽象」と結びつけ、非感性的なも
のの「否定的表出」としての性格を強調し
てきたという経緯がある。 
	 これに対し、それまで支配的であったロ
マン主義的な「崇高」の理解から逃れ、そ
れを文学・修辞学・倫理学・政治学といっ
た多領域にまたがる問題として捉えなおそ
うとする研究動向もまた存在する。これは
偽ロンギノス（以下「ロンギノス」）の『崇
高論』（紀元 1 世紀頃）や、ニコラ・ボワ
ローの『崇高論注解』（1674）といった古
典的な文献の読みなおしに始まり、ヘーゲ
ルやシラーといった、カント以降の「崇高」
の伝統に非ロマン主義的な読解を施そうと
するものである。 
 
２．研究の目的 
 
	 本研究は、前述の二つのうちの後者の動
向、すなわち「崇高」の領域横断的な研究
に連なるものである。とりわけ、相対的に
研究が進んでいる文学や倫理学との関わり
ばかりでなく、それに隣接する修辞学や政
治学の議論も見据えつつ、「崇高」概念を
哲学的・思想史的に検討する点に本研究の
最大の特色がある。このような研究は、ミ
シェル・ドゥギーやバルディーヌ・サン・
ジロンらの業績によって注目を集めつつあ
るものの、世界的に見てもいまだこれに類
する研究はほとんど存在しない。その最大
の理由は、前述の通り、従来の「崇高」を
めぐる議論がロマン主義的な解釈へと強く
傾いていたからである。 
	 以上の歴史的経緯を踏まえつつ、これま
でもっぱら近代美学上の概念として検討さ
れてきた「崇高」を、より広く近代の精神
史のなかに位置づけることが、本研究の最
大の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
	 本研究では、主に次の二つの問題に取り
組んだ。すなわち（A）18 世紀ヨーロッパ
における「美学」の成立と「崇高」概念と
の関係、そして（B）20 世紀アメリカ・ヨ
ーロッパにおける「崇高」論の再興と同時
代の理論との関係を明らかにすることであ
る。 
	 この二つの研究目的は互いに連動するも
のであるため、これらの問題をつねに並行
して扱い、順次その成果を論文として公表

した。その上で、「近代」という時代すべ
てにまたがる「崇高」概念を包括的に論じ
た著作を最終年度に刊行することを最終的
な目標とした。 
	 本研究の具体的な方法は地道な文献の読
解が基本となるが、その過程で国内外の専
門家に意見を求め、万全を期したうえで研
究成果を公表した。 
	
４．研究成果	
	
（1）本研究課題の初年度にあたる平成 25
年度は、18世紀の「美学」成立期前後にお
ける「崇高」の概念の変遷をめぐる思想史
的な研究を行なった。そこで具体的に明ら
かにしたのは、ロンギノスに端を発する修
辞学的な「崇高」の系譜と、18世紀以降に
勃興した美学的な「崇高」の本質的な交錯
関係である。 
	 以上の問題設定に基づきつつ、本研究で
は、17世紀のボワローによる『崇高論』の
翻訳・注解（1674）、エドマンド・バーク
の『崇高と美の観念の起源』（1757）、さ
らに『判断力批判』（1790）をはじめとす
るカントのテクストを検討した。それによ
って本研究が試みたのは、黎明期の美学に
おいて「崇高」という概念が占めていた位
置を明らかにし、さらにその背後に潜む「美
学」と「修辞学」の関わりについて検討す
ることである。 
	 さらに以上の研究と並行して、20世紀に
おいて新たな展開を見せた「崇高」概念の
内実を詳らかにすべく、ミシェル・ドゥギ
ー、フィリップ・ラクー＝ラバルト、ポー
ル・ド・マンらによる 1980年代のテクスト
を検討した。 
 
（2）本研究課題の 2 年度目にあたる平成
26年度は、前年度までの研究を踏まえ、美
学および修辞学における「崇高」の概念に
ついて、具体的なテクストに即した研究を
行なった。前年度の研究が、18世紀を中心
とする古代から現代までの「崇高」の思想
史に焦点を合わせたものであったのに対し、
同年度の主な研究課題は、それを古代およ
び現代における特定のテクストを対象とし
つつ論じることであったと言える。 
	 その第一の成果としては、研究代表者が
以前より取り組んでいるロンギノスの『崇
高論』研究において、いくつかの新たな知
見を示すことができたという点が挙げられ
る。同年度に発表した論文において、古代
修辞学における「崇高」と「オイコノミア
（エコノミー）」概念との関連を詳しく論
じたことが、その具体的な成果である。 
	 また、第二の成果としては、同じく研究
代表者が継続的に関心を寄せているジャン
＝フランソワ・リオタールの「崇高」概念
を、より広いパースペクティヴのもとに位



置づけることができたという点が挙げられ
る。 
	 以上の成果の一部は、研究代表者が海外
において組織した国際シンポジウム等で発
表された。 
 
（3）本研究課題の 3 年度目にあたる平成
27年度は、これまでの研究を踏まえ、大杉
栄とリオタールにおける「崇高」概念の研
究に努めた。とりわけ同年度は、過去 2 年
間の研究成果を論文ないし口頭発表として
公表し、国外の研究者とのさらなるネット
ワークを構築することに注力した。 
	 その第一の成果として、ゲント大学（ベ
ルギー）で行なった昭和・大正期の「崇高」
概念に関する講演が挙げられる。近代の日
本における「崇高」概念の受容を明らかに
したこれらの講演を通じて、同大学のメン
バーとの共同研究の可能性が開けたことは、
同年度における大きな成果であった。 
	 また、第二の成果としては、同年の 12月
に東京大学駒場キャンパスで「Literary 
Figures」という国際シンポジウムを組織し
たことが挙げられる。このシンポジウムは、
以前より研究代表者が共同研究を行なって
きたソフィア大学（ブルガリア）と東京大
学の共催によって実現したものである。こ
のシンポジウムを通じて、本研究の中核を
なす「崇高」の問題を（文学をはじめとす
る）隣接領域へと広げる展望が開けてきた
ことは大きな成果であった。 
	 また、同年度においては、前年度に開催
した国際シンポジウム「The Sublime and the 
Uncanny」の成果を発展させ、これを一冊の
論文集として刊行した。 
 
（4）本研究課題の最終年度にあたる平成
28年度は、これまでの研究を総括し、今後
のさらなる発展へと繋げるべく、国内外に
おいて過去 3 年間の研究成果を発表するこ
とに注力した。 
	 まず国内においては、本研究課題の総括
となる単著『崇高の修辞学』（月曜社）を
出版し、さらに関連する講演等を通じて研
究成果の公表に努めた。これにより、本研
究課題が目的とする（主に西洋近代におけ
る）「崇高」概念の領域横断的な研究の成
果を、広く周知することができたと思われ
る。 
	 また国外においては、新ブルガリア大学
およびソフィア大学（いずれもブルガリア）
において「Philosophy’s Imagination」という
国際シンポジウムを組織し、海外の研究者
との意見交換の機会とした。研究代表者に
よる同シンポジウムの基調講演では、昨年
度の成果物である論集『The Sublime and the 
Uncanny』を紹介し、この成果を今後のさら
なる発展へと導くための糸口とした。これ
らにより、本研究課題が目的とする「崇高」
概念の国際的・領域横断的な研究調査のネ

ットワークを構築するという目標は、おお
むね達成されたと言える。 
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